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魚は、えらで
こきゅう

呼吸をしているため、空気中の酸素を呼 

吸でとり入れられないから死んでしまうのさ。 

魚は、なぜ水から出ると死んでしまうの 

 人間は、鼻や口から
す

吸った空気中の酸素を、
はい

肺で血液の中にとり入れる、
はいこきゅう

肺呼吸

をしています。水中で息をしようとすると、水が入ってきて、おぼれて死にます。

 ところが、魚は、口から吸いこんだ水の中にとけている酸素を、えらから体内に

とり入れているので平気です。そのかわり、魚は、空気中の酸素を体内にとり入れ

ることはできないので、水から出ると、呼吸ができずに死んでしまいます。 

 

■えらのはたらきは、肺とほとんど同じ 

 魚が口から飲んだ水は、えらぶたの下から外へ出ていきます。えらぶたの下には、

毛細血管が集まった、くしの歯のような赤いえらが見えます。１本のくしの歯をけ

んび鏡でみると、さらに細かいたくさんのくしの歯が集まってできているのがわか

ります。このため、くしの歯の表面積がとても大きくなっていて、えらを通る水か

ら、すばやくたくさんの酸素を、毛細血管にとりこむことができます。人間の肺が、

小さいふくろの集まりでできていて、ふくろのまわりの毛細血管が、空気中の酸素

を、すばやくとり入れられるようになっているのとよくにています。 
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